
様式１

平成３０年度（２０１８年度）採択プログラム　中間評価調書（中間評価後修正変更版）※中間評価時からの修正

Johnson & Johnson Innovation、ファイザー（株）、ノバルティス　ファーマ（株）、医薬基盤・健康・栄養研
究所、国立医薬品食品衛生研究所、（独）医薬品医療機器総合機構、大阪府、第一三共（株）、塩野義製薬
（株）、中外製薬（株）、日本イーライリリー（株）、タカラバイオ（株）、IQVIAソリューションズジャパン
（株）、大塚製薬（株）、田辺三菱製薬（株）、シスメックス（株）、（株）クォンタムオペレーション、グ
ローバルライフサイエンステクノロジーズジャパン（株）

（【1812】機関名：大阪大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：生命医科学の社会実装を推進する卓越人材の涵養 ）

学生の所属する
専攻等名

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

７．

11． 連携先機関名（他の大学、民間企業等と連携した取組の場合の機関名）

授与する博士学
位分野・名称

博士（医学）、博士（保健学）、博士（看護学）、博士（歯学）、博士（薬科学）、博士（薬学）、博士（生命機能学）、博
士（理学）、博士（工学）
付記する名称：（生命医科学の社会実装プログラム修了）

10. 本プログラムによる学位授与数（年度当たり）の目標
※補助期間最終年度の数字を記入してください。

9． 連合大学院又は共同教育課程による実施の場合、その別
※ 該当する場合には○を記入

20連合大学院 共同教育課程

１．

４．

生命医科学の社会実装を推進する卓越人材の涵養

２． 全体責任者
（学長）

※ 共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、申請を取りまとめる大学（連合大学院に
よるものの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

西尾　章治郎（大阪大学学長）

３．

https://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/bei/

最も関連の深い区分
（大区分）

最も関連の深い区分
（小区分）

49010

最も関連の深い区分
（中区分）

47010

主要区分

病理病態学、感染・免疫学およびその関連分野

47

６．

次に関連の深い区分
（中区分）【任意】

次に関連の深い区分
（小区分）【任意】

薬学およびその関連分野

薬系化学および創薬科学関連

49

プログラム責任者
      ふりがな

関連する領域（２）
【任意】

英語名称 Transdisciplinary Program for Biomedical Entrepreneurship and Innovation

卓越大学院プログラム　プログラムの基本情報 [公表。ただし、項目1２、１３については非公表]

機関名 大阪大学 整理番号 1812

熊ノ郷　淳（大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・研究科長）

にしお　しょうじろう

８．

大阪大学大学院医学系研究科医学専攻，大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻，
大阪大学大学院歯学研究科口腔科学専攻，大阪大学大学院薬学研究科創成薬学専攻，
大阪大学大学院薬学研究科医療薬学専攻，大阪大学大学院生命機能研究科生命機能専攻

  　　ふりがな

氏名（職名） 森井　英一（大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・教授）

関連する領域（３）
【任意】

①我が国が国際的な優位性と卓越性を示している研究分野

③将来の産業構造の中核となり、経済発展に寄与するような新産業の創出に資する領域

５．

プログラム
コーディネーター

設定する領域

病態医化学関連

次に関連の深い区分
（大区分）【任意】

くまのごう　あつし

もりい　えいいち

氏名（職名）

 　  ふりがな

プログラム名称

ホームペー
ジ（URL)

氏名（職名）

最も重視する領域
【必須】

関連する領域（１）
【任意】

1



様式１

[公表]

プログラム担当者一覧
※「年齢」は公表しません。

（プログラム責任者）

岡村　康司

博士
（医学）

ｵｶﾑﾗ ﾔｽｼ

ｻｶﾀ ﾔｽｼ
大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・
教授

博士
（医学）

21 猪阪　善隆

博士
（医学）

ﾔﾁﾀﾞ ｼﾝｲﾁ

23 坂田　泰史

24 竹原　徹郎

25 岡田　随象 ｵｶﾀﾞ ﾕｷﾉﾘ
大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・
教授

博士
（医学）

ﾀｹﾊﾗ ﾃﾂｵ
大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・
教授

博士
（医学）

22 樂木　宏実

ｲｻｶ ﾖｼﾀｶ
大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・
教授

博士
（医学）

大阪大学・大学院大阪大学・金沢大学・浜松
医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発達
学研究科・医学専攻・教授

ｼﾓﾑﾗ ｲｲﾁﾛｳ
大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・
教授

博士
（医学）

ｷｼﾏ ﾊﾙﾋｺ
大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・
教授

博士
（医学）

19 西田　幸二

20

15 加藤　和人

16 服部　聡

17 谷内田　真一

18 下村　伊一郎

ﾆｼﾀﾞ ｺｳｼﾞ
大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・
教授

博士
（医学）

博士
（理学）

ﾊｯﾄﾘ ｻﾄｼ
大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・
教授

博士
（医学）

14 原田　彰宏

神経科学

神経科学，
神経解剖学

博士
（医学）

（【1812】機関名：大阪大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：生命医科学の社会実装を推進する卓越人材の涵養 ）

大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・
教授

博士
（医学）

老年医学

ﾊﾗﾀﾞ ｱｷﾋﾛ
大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・
教授

ｼﾏﾀﾞ ｼｮｳｲﾁ
大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・
教授

博士
（医学）

細胞生物学

ｻﾄｳ ﾏｺﾄ

博士
（医学）

ｶﾄｳ ｶｽﾞﾄ
大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・
教授

生命倫理,
医学倫理,
公共政策

医学統計学

がんゲノム情
報学

貴島　晴彦

大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・
教授

ﾗｸｷﾞ ﾋﾛﾐ

眼科学,
再生医学,
発生生物学

12 島田　昌一

13 佐藤　真

10 竹田　潔

ｲｼｲ ﾏｻﾙ
大阪大学・大学院生命機能研究科・生命機能
専攻・教授

博士
（医学）

9 Nicholas Smith
Bioimaging of
Immune
Response

免疫学,
細胞生物学

システム免疫学
ゲノム情報解析
分野

石井　優

8 Daron Standley

ﾆｺﾗｽ ｽﾐｽ 大阪大学・先導的学際研究機構・准教授
Ph.D.Applied
Physics

ﾀﾞｰﾛﾝ ｽﾀﾝﾄﾞﾚｰ
大阪大学・微生物病研究所　遺伝情報実験セ
ンター　ゲノム情報解析分野　教授

博士
（化学）

7

11 金井　好克

ﾀｹﾀﾞ ｷﾖｼ
大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・
教授

博士
（医学）

免疫学

薬理学ｶﾅｲ ﾖｼｶﾂ
大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・
教授

博士
（医学）

学位

大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・
教授

博士
（医学）

ｱｷﾗ ｼｽﾞｵ4 審良　静男

5

大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・
教授

博士
（医学）

ｸﾏﾉｺﾞｳ ｱﾂｼ
大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・
教授（研究科長）

博士
（医学）

ﾌﾘｶﾞﾅ

6 ｶﾜﾊﾗ ﾕｷｵ
大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・
教授

森井　英一

免疫学領域における研究実践
力の涵養

免疫学領域における研究実践
力の涵養

生理学領域における研究実践
力の涵養

神経科学領域における研究実
践力の涵養

免疫学領域における研究実践
力の涵養

ｻｶｸﾞﾁ ｼﾓﾝ
大阪大学・免疫学フロンティア研究セン
ター・特任教授

博士
（医学）

番号 氏名 役割分担

1 熊ノ郷　淳

病理学
ﾓﾘｲ ｴｲｲﾁ

教育プログラム遂行の統括

3 坂口　志文 1

Foster the research
ability in bioimaging

Foster the research
ability in bioimaging

河原　行郎

免疫学

免疫学

生理学

RNA生物学,
神経科学

１4．

2

ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

（プログラムコーディネーター）

現在の専門

内科学，
免疫学 1

教育プログラム遂行全体の
コーディネート 4

年齢 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名

免疫学領域における研究実践
力の涵養

薬理学領域における研究実践
力の涵養

神経科学領域における研究実
践力の涵養

神経科学領域における研究実
践力の涵養

細胞生物学領域における研究
実践力の涵養

研究を進める上での倫理問題
の教育

統計学領域における研究実践
力の涵養

大阪大学・免疫学ﾌﾛﾝﾃｨｱ研究ｾﾝﾀｰ・拠点長，
特任教授

博士
（医学）

循環器内科学

消化器内科学

遺伝統計学

脳神経外科学

腎臓内科学

内分泌代謝内
科学

ゲノム医学における研究実践
力の涵養

内分泌代謝学における研究実
践力の涵養

再生医学領域における研究実
践力の涵養

神経医学領域における研究実
践力の涵養

腎臓内科領域における研究実
践力の涵養

老年医学領域における研究実
践力の涵養

循環器内科領域における研究
実践力の涵養

消化器内科領域における研究
実践力の涵養

遺伝統計学領域における研究
実践力の涵養

1

1

1

0.5

1

0.5

1

1

1

1

1

1

1

1

0.5

0.3

1

1

1

1

0.5

1

2



様式１

[公表]

大阪大学・大学院医学系研究科・保健学専
攻・教授

博士
（保健学）

博士
（理学）

大阪大学・大学院薬学研究科・医療薬学専
攻・教授

母性看護学，
助産学

博士
（工学）

生体医用光学

ｵﾋﾞｶ ｻﾄｼ
大阪大学・大学院薬学研究科・創成薬学専
攻・教授

大阪大学・大学院薬学研究科・創成薬学専
攻・教授

博士
（薬学）

44

生物物理化学

分子循環薬理学,
臨床薬理学,
循環器内科学

46 藤尾　慈

47 大久保　忠恭 ｵｵｸﾎﾞ ﾀﾀﾞﾔｽ

41 小比賀　聡

42 辻川　和丈

ﾌｼﾞｵ ﾔｽｼ
大阪大学・大学院薬学研究科・医療薬学専
攻・教授

博士
（医学）

43 堤　康央

ﾅｶｶﾞﾜ ｼﾝｻｸ
大阪大学・大学院薬学研究科・医療薬学専
攻・教授

博士
（薬学）

ﾊｼﾓﾄ ﾋﾄｼ

博士
（薬学）

大阪大学・大学院歯学研究科・口腔科学専
攻・教授

博士
（歯学）

大阪大学・大学院薬学研究科・医療薬学専
攻・教授

博士
（薬学）

分子神経薬理
学

生物薬剤学

ﾂﾂﾐ ﾔｽｵ

核酸化学,
生物有機化学

細胞生理学

毒性学

38 十河　基文

39 赤井　周司

34 林　美加子

ﾅｶﾉ ｶｽﾞﾋｺ
大阪大学・大学院歯学研究科・口腔科学専
攻・教授

博士
（歯学）

橋本　均

45 中川　晋作

40 水口　裕之

ﾂｼﾞｶﾜ ｶｽﾞﾀｹ
大阪大学・大学院薬学研究科・創成薬学専
攻・教授

博士
（薬学）

大阪大学・大学院歯学研究科・口腔科学専
攻・教授

博士
（歯学）

ﾆｼﾑﾗ ﾘｺｳ

ﾐｽﾞｸﾞﾁ ﾋﾛﾕｷ
大阪大学・大学院薬学研究科・創成薬学専
攻・教授

ｱｶｲ ｼｭｳｼﾞ
大阪大学・大学院薬学研究科・医療薬学専
攻・教授

博士
（薬学）

ｿｺﾞｳ ﾓﾄﾌﾐ
大阪大学・大学院歯学研究科・イノベーティ
ブ・デンティストリー戦略室・教授

博士
（歯学）

産学連携,
大学発ベン
チャー

有機化学,
医薬品化学

分子生物学

歯科保存学

ﾅｶﾞｼﾏ ﾀﾀﾞｼ
大阪大学・歯学部附属歯学教育開発セン
ター・教授

博士
（歯学）

博士
（薬学）

ﾔﾏｼﾛ ﾀｶｼ
大阪大学・大学院歯学研究科・口腔科学専
攻・教授

博士
（歯学）

歯科矯正学

小児歯科学,
臨床口腔細菌学

歯科医学教育
学

ﾊﾔｼ ﾐｶｺ

36 仲野　和彦

37 長島　正

大阪大学・大学院歯学研究科・口腔科学専
攻・教授

博士
（歯学）

29 西村　理行

30 川端　重忠

31 豊澤　悟

ﾑﾗｶﾐ ｼﾝﾔ
大阪大学・大学院歯学研究科・口腔科学専
攻・教授

博士
（歯学）

ﾉﾀﾞ ﾀｹｼ
大阪大学・歯学研究科附属・口腔科学フロン
ティアセンター・教授

博士
（理学）

ﾄﾖｻﾜ ｻﾄﾙ

32 野田　健司

33 村上　伸也

ｶﾜﾊﾞﾀ ｼｹﾞﾀﾀﾞ

大阪大学・大学院歯学研究科・口腔科学専
攻・教授

博士
（歯学）

ｱﾏﾉ ｱﾂｵ
大阪大学・大学院歯学研究科・口腔科学専
攻・教授

博士
（歯学）

ﾉﾉﾑﾗ ﾉﾘｵ
大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・
教授

博士
（医学）

35 山城　隆

ｲﾏｻﾞﾄ ｻﾄｼ

26 野々村　祝夫

27 天野　敦雄

28 今里　聡

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位

１４．プログラム担当者一覧（続き）

50 松﨑　政代 ﾏﾂｻﾞｷ ﾏｻﾖ

歯周病学領域における研究実
践力の涵養

現在の専門

分子生物学

細胞生理学領域における研究
実践力の涵養

口腔病理学領域における研究
実践力の涵養

口腔領域における細胞生物学
での研究実践力の涵養

役割分担

微生物学

大阪大学・大学院歯学研究科・口腔科学専
攻・教授

博士
（歯学）

口腔病理学

細胞生物学

歯周病学

歯科保存学領域での研究実践
力の涵養

歯科矯正学領域での研究実践
力の涵養

小児歯科領域での研究実践力
の涵養

教育システムを通した社会実
装力の涵養

ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

1

1

1

1

0.5

1

1

1

1

泌尿器科腫瘍

予防歯科学

歯科理工学，
生体材料学

0.5

1

研究，ビジネス検討，特許化，製品
化，薬機申請，治験，産学連携/起
業，上市へむけた社会実装力の涵養

腫瘍領域における研究実践力
の涵養

予防歯科領域における研究実
践力の涵養

生体材料学領域における研究
実践力の涵養

歯科領域分子生物学における
研究実践力の涵養

微生物学領域における研究実
践力の涵養

核酸化学領域における研究実
践力の涵養

1

1

生物物理化学領域における研
究実践力の涵養

がん看護学領域における研究
実践力の涵養

（【1812】機関名：大阪大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：生命医科学の社会実装を推進する卓越人材の涵養 ）

ｱﾗｵ ﾊﾙｴ
大阪大学・大学院医学系研究科・保健学専
攻・教授

博士
（看護学）

49 近江　雅人 ｵｳﾐ ﾏｻﾄ
大阪大学・大学院医学系研究科・保健学専
攻・教授

48 荒尾　晴惠
がん看護学,
緩和ケア

薬理学領域における研究実践
力の涵養

母性看護学領域における研究
実践力の涵養 1

1

0.5

0.5

0.5

1

1

1

0.5

1

1

有機薬化学領域での研究実践
力の涵養

分子生物学領域における研究
実践力の涵養

1

毒性学における研究実践力の
涵養

生物医用工学領域における研
究実践力の涵養

薬剤学領域における研究実践
力の涵養

循環器学領域における研究実
践力の涵養

3
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[公表]

71 倉橋　隆

博士
（医学）

免疫学，
微生物学

ｻｻｷ ﾋﾛｼ
大阪大学・大学院生命機能研究科・生命機能
専攻・教授

博士
（理学）

75 荒瀬　尚

ｸﾗﾊｼ ﾀｶｼ
大阪大学・大学院生命機能研究科・生命機能
専攻・教授

博士
（理学）

神経生理学

物性物理学

発生生物学

72 木村　真一

73 佐々木　洋

ｷﾑﾗ ｼﾝｲﾁ
大阪大学・大学院生命機能研究科・生命機能
専攻・教授

博士
（理学）

（【1812】機関名：大阪大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：生命医科学の社会実装を推進する卓越人材の涵養 ）

74 松浦　善治 ﾏﾂｳﾗ ﾖｼﾊﾙ

ｳｴﾀﾞ ﾏｻﾋﾛ
大阪大学・大学院生命機能研究科・生命機能
専攻・教授

博士
（理学）

67 長澤　丘司

ﾌｶｶﾞﾜ ﾀﾂｵ
大阪大学・大学院生命機能研究科・生命機能
専攻・教授

博士
（理学）

ｲﾉｳｴ ﾔｽｼ
大阪大学・大学院生命機能研究科・生命機能
専攻・教授

博士
（工学）

ナノ・バイオ
フォトニクス

分子細胞生物学

生物物理学，
細胞生物学

ﾅｶﾞｻﾜ ﾀｶｼ
大阪大学・大学院生命機能研究科・生命機能
専攻・教授

博士
（医学）

68 井上　康志

69

ｷﾊﾗ ｼﾝｼﾞ

ｷﾀｻﾞﾜ ｼｹﾞﾙ
大阪大学・大学院生命機能研究科・生命機能
専攻・教授

博士
（医学）

ﾔｷﾞ ﾀｹｼ
大阪大学・大学院生命機能研究科・生命機能
専攻・教授

博士
（理学）

神経科学

神経科学

ｺﾝﾄﾞｳ ｼｹﾞﾙ
大阪大学・大学院生命機能研究科・生命機能
専攻・教授

博士
（医学）

65

66 北澤　茂

八木　健

大阪大学・大学院医学系研究科・保健学専
攻・教授

博士
（医学）

髙橋　正紀

小児科学，
臨床遺伝学，
先天代謝異常

60

ｶﾐﾃﾞ ｹｲ

ｻｶｲ ﾉﾘｵ

臨床神経生理学

大阪大学・大学院医学系研究科・保健学専
攻・教授

博士
（医学）

臨床検査医学

細胞生物学

数理生物科学

ｼﾐｽﾞ ﾔｽｺ
大阪大学・大学院医学系研究科・保健学専
攻・教授

博士
（看護学）

62 木原　進士

63 吉森　保

慢性疾患看護学

64 近藤　滋

61 清水　安子

ﾖｼﾓﾘ ﾀﾓﾂ
大阪大学・大学院生命機能研究科・生命機能
専攻・教授

現在の専門

博士
（医学）

腫瘍生物学，
腫瘍免疫学

臨床検査学

ﾔﾏﾓﾄ ﾋﾛﾌﾐ
大阪大学・大学院医学系研究科・保健学専
攻・教授

博士
（医学）

大阪大学・大学院医学系研究科・保健学専
攻・教授

博士
（医学）

博士
（医学）

老年医学，
生活習慣病，
公衆衛生学

癌の診断と治療

再生医学

53 神出　計

54 山本　浩文

55 辻川　元一

ﾐﾖｼ ｴｲｼﾞ
大阪大学・大学院医学系研究科・保健学専
攻・教授

博士
（医学）

ｵｼﾞ ﾕｳｽｹ
大阪大学・大学院医学系研究科・保健学専
攻・教授

小泉　雅彦

１４．プログラム担当者一覧（続き）

ｺｲｽﾞﾐ ﾏｻﾋｺ
大阪大学・大学院医学系研究科・保健学専
攻・教授

博士（医学）
博士（工学）

ｲｼﾀﾞ ﾀｶﾕｷ
大阪大学・大学院医学系研究科・保健学専
攻・教授

博士
（工学）

56

大阪大学・大学院医学系研究科・保健学専
攻・教授

ﾀｶﾊｼ ﾏｻﾉﾘ

尾路　祐介

57 三善　英知

58

深川　竜郎

70 上田　昌宏

52

51 石田　隆行

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位

医用画像工学

放射線腫瘍学

ﾂｼﾞｶﾜ ﾓﾄｶｽﾞ

ﾌｸﾁ ｶｽﾞｷ
大阪大学・大学院医学系研究科・保健学専
攻・教授

博士
（医学）

放射線診断学

大阪大学・大学院医学系研究科・保健学専
攻・教授

博士
（医学）

59 福地　一樹

酒井　規夫

免疫学領域における研究実践
力の涵養 1ｱﾗｾ ﾋｻｼ 大阪大学・微生物病研究所・教授

博士
（医学）

画像工学領域における研究実
践力の涵養 1

放射線腫瘍学領域における研
究実践力の涵養 1

老年医学領域における研究実
践力の涵養 1

腫瘍診断領域における研究実
践力の涵養 1

分子生物学領域における研究
実践力の涵養 1

1

臨床検査学領域における研究
実践力の涵養 1

神経科学領域における研究実
践力の涵養 1

臨床検査医学領域における研
究実践力の涵養 1

細胞生物学領域における研究
実践力の涵養 0.5

数理生物学領域における研究
実践力の涵養

1

再生医学領域における研究実
践力の涵養 1

腫瘍免疫学領域における研究
実践力の涵養

0.5

免疫学領域における研究実践
力の涵養 1

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

神経生理学領域における研究
実践力の涵養 1

放射線診断学領域における研
究実践力の涵養 1

臨床遺伝学領域での研究実践
力の涵養 1

慢性疾患看護学領域における
研究実践力の涵養

神経科学領域における研究実
践力の涵養 1

免疫学,
血液学,
幹細胞生物学

光生物学領域における研究実
践力の涵養 1

大阪大学・感染症総合教育研究拠点・特任教
授

博士
（獣医学）

ウイルス学
ウイルス学領域における研究
実践力の涵養 1

生物物理学領域における研究
実践力の涵養 1

神経生理学領域における研究
実践力の涵養 0.5

物性物理学領域における研究
実践力の涵養 1

発生生物学領域における研究
実践力の涵養 1

4



様式１

[公表]

94 加藤　和磨

医療薬学

99 井上　豪

大阪大学・理事・副学長

ﾔﾏﾀﾞ ﾉﾘｱｷ

国際共創大学院学位プログラム推進機構・准
教授

博士
（学術）

ﾒｶﾀﾞ ｴｲｽｹ

ｶﾈﾀﾞ ﾔｽﾌﾐ

細胞生物学

プログラム学生の研究成果を迅速にま
た効果的に社会に還元していくための
社会実装の涵養を育みだす教育・研究
指導

0.5

目加田　英輔

大阪大学・大学院薬学研究科・医療薬学専
攻・教授

96

学生獲得，講義，研究発表会
等の指導など運営全般業務 100

研究シーズ育
成等

原　英二

ﾔﾏｻｷ ｼｮｳ

鈴木　一博 ｽｽﾞｷ ｶｽﾞﾋﾛ

中外製薬株式会社 参与 研究本部シニアフェ
ロー

楠　淳 ｸｽﾉｷ ｼﾞｭﾝ

本坊　恭子

97 山田　憲明

100 有澤　光弘
大阪大学・大学院薬学研究科・創成薬学専
攻・教授

博士
（薬学）

博士
（薬学）

ｱﾘｻﾜ ﾐﾂﾋﾛ

博士
（薬学）

細胞生物学

循環器内科学

大阪大学・大学院薬学研究科・創成薬学専
攻・教授

創成薬学ｲﾉｳｴ ﾂﾖｼ

国際共創大学院学位プログラム推進機構・特
任教授

博士
（医学）

ｵｸﾔﾏ ﾘｮｳ

95

ｶﾄｳ ｶｽﾞﾏ
株式会社クォンタムオペレーション 代表取
締役

学士
（経営学）

91
博士
（医学）金田　安史

Johnson & Johnson Innovation
Senior Director, Japan Country Lead and
Early Innovation Partnering

博士
（薬学）

産業振興

87 合田　幸広

朝倉　渡

89 池田　純子 ｲｹﾀﾞ ｼﾞｭﾝｺ
大阪府 商工労働部 成長産業振興室 ライフ
サイエンス産業課 参事 未来医療国際拠点統
括マネージャー

遺伝子治療学

国立医薬品食品衛生研究所 所長
博士
（薬学）

医薬品臨床開発
メディカルアフェ
アーズ

ｲｼｲ ﾀｴｺ
日本イーライリリー株式会社 研究開発部 バ
イオ医薬品領域 シニアメディカルアドバイ
ザー

博士
（医学）

血液学,
免疫学

血液学，
抗体工学

ﾊﾗ ﾀｹｷ
ノバルティスファーマ株式会社
エクスターナル イノベーション推進室長

MBA
学士(薬学)

社会実装学

大阪大学・微生物病研究所・教授
博士
（医学）

寄生虫免疫学

免疫学

ﾊﾗ ｴｲｼﾞ 大阪大学・微生物病研究所・教授
博士
（理学）

年齢 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

大阪大学・微生物病研究所・教授
博士
（農学）

氏名

１４．プログラム担当者一覧（続き）

ﾎﾝﾎﾞｳ ｷｮｳｺ

93 奥山　亮
第一三共株式会社 Global Head of SM
Research 研究統括部 スペシャルティ第二研究
所長

博士
（薬学）

医薬基盤・健康・栄養研究所
博士
（薬学）

博士
（医学）

國澤　純

ｱｻｸﾗ ﾜﾀﾙ
独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 新薬
審査第一部長

博士
（薬学）

ｺﾞｳﾀﾞ ﾕｷﾋﾛ

医薬品及び天然物
のレギュラトリー
サイエンス,品質
保証学

レギュラトリー
サイエンス

90

免疫創薬学80

79

82

98 上田　幹子 ｳｴﾀﾞ ﾐｷｺ

国際共創大学院学位プログラム推進機構・特
任助教

博士
（医学）

ｲﾏｲ ﾕﾐｺ
国立医薬基盤研究所 感染病態制御ワクチン
プロジェクト プロジェクトリーダー

ウイルス・エピゲ
ノム・集中治療

人口学，
国際化教育

原　健記

83

84 ﾊｯﾄﾘ ｸﾆﾋﾛ

分子生物学,創薬
イノベーション,
オープンイノベー
ション

創成薬学

薬理学，
生化学，
細胞生物学

十河　真司

ﾔﾏﾓﾄ ﾏｻﾋﾛ

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

分子腫瘍学領域における研究
実践力の涵養 1

77

78 山﨑　晶

服部　有宏

85 坂田　恒昭

88

ｼﾐｽﾞ ﾀｹｼ
IQVIA Solutions Japan K.K  Management
Consulting  Senior Principal, Head of
Management Consulting

修士

山本　雅裕

免疫学
大阪大学・免疫学フロンティア研究セン
ター・教授

マネジメント・コ
ンサルティング
（ヘルスケア・イ
ンダストリ）

ｻｶﾀ ﾂﾈｱｷ

博士
（薬学）

ｿｺﾞｳ ｼﾝｼﾞ 大塚製薬株式会社 研究管理部 ディレクター
博士
（医学）

社会実装教育のコーディネー
ト及び産学連携業務 60

社会実装教育における講義お
よび実習指導 1

社会実装教育における講義お
よび実習指導 1

社会実装教育における講義お
よび実習指導

1

免疫学領域における研究実践
力の涵養 1

免疫学領域における研究実践
力の涵養

（【1812】機関名：大阪大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：生命医科学の社会実装を推進する卓越人材の涵養 ）

92 石井　泰子

81 今井　由美子

分子腫瘍学76

免疫学領域における研究実践
力の涵養

1

免疫創薬学領域における研究
実践力の涵養 1

ウイルス学領域における研究
実践力の涵養 1

1

社会実装教育における講義お
よび実習指導 0.5

社会実装教育における講義お
よび実習指導 1

社会実装教育における講義お
よび実習指導 0.2

社会実装教育における講義お
よび実習指導 0.5

0.5

社会実装教育における講義お
よび実習指導 0.5

学生のメンター，履修学生への
社会実装教育実習の指導，QE準
備の指導業務

100

博士
（医学）

医療薬学領域における研究実
践力の涵養 0.5

生体構造機能分析学領域にお
ける研究実践力の涵養 0.5

医薬合成化学領域における研
究実践力の涵養 1

社会実装教育における講義お
よび実習指導 0.5

社会実装教育における講義お
よび実習指導 1

遺伝子治療領域における研究
実践力の涵養 1

社会実装教育における講義お
よび実習指導

86 清水　剛志

ﾌﾘｶﾞﾅ

ｸﾆｻﾜ ｼﾞｭﾝ

博士
（医学）

大阪大学共創機構・特任教授

5
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現在の専門

医薬品開発及び
ポートフォリオ
マネジメント

博士
（歯学）

福澤　薫
（R4.4.1追加)

107

115
相原　祐希
（R4.4.1追加)

博士
（薬学）

グローバルライフサイエンステクノロジーズ
ジャパン株式会社 代表取締役

博士
（医科学）

109
ペレ・ステファン

・ドミニク・ポル

（R3.10.1追加)

114
神尾　祥子
（R4.4.1追加)

ﾋﾂﾞｴ ﾏｻﾉﾘ

ﾎﾝﾄﾞ ﾀｹｼ 田辺三菱製薬株式会社 創薬本部創薬企画部
博士
（理学）

ﾌｸｻﾞﾜ ｶｵﾘ

塩野義製薬株式会社 医薬研究本部 研究企画
部長

修士
（薬学）

113

108

池田　賢二
（R4.4.1追加)

111
田熊　一敞
（R4.4.1追加)

105 吉田　佳代子

106

110

西尾　禎治

ファイザーR&D合同会社 非臨床開発研究部
主幹研究員

修士
（薬学）

ﾖｼﾐﾂ ｼﾞｭﾝｲﾁﾛｳ

大阪大学・医学系研究科・メディカル・ヘル
スケア知財戦略室・特任教授

博士
（農学）

ｷﾀｶﾞﾜ ﾏｻﾅﾘ

101

機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位

吉光　淳一郎
（R3.10.1追加)

125

大阪大学・大学院薬学研究科・教授

ファイザーR&D合同会社 クリニカル・リサー
チ統括部オンコロジー領域部 Japan
Clinical Leader

112

博士
（工学）

116
本渡　猛
（R4.4.1追加)

117

124

大阪大学大学院薬学研究科・医療薬学専攻・
教授

研究パートナリ
ング案件の探
索・評価

オンコロジー臨
床開発

104 北川　正成

檜杖　昌則
（R3.10.1追加)

ｱｲﾊﾗ ﾕｳｷ
シスメックス株式会社 中央研究所研究企画
グループ 課長

修士
（生命科学）

ｶﾝｵ ｼｮｳｺ

（【1812】機関名：大阪大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：生命医科学の社会実装を推進する卓越人材の涵養 ）

環境薬学，
衛生薬学

バイオサイエ
ンス

免疫学領域にお
ける研究実践力
の涵養

医学物理学

薬理学，
生理学，
聴覚

薬理学

医療薬学

計算生命科学，
量子化学

非臨床開発

経営

分子生物学,
医学

ﾍﾟﾚ･ｽﾃﾌｧﾝ･ﾄﾞ
ﾐﾆｸ･ﾎﾟﾙ

0.5

医薬品・医療機器規制科学に
おける研究実践力の涵養 1

社会実装教育における講義お
よび実習指導 1

薬理学領域における研究実践
力の涵養 1

0.5

社会実装教育における講義お
よび実習指導 0.5

医療薬学領域における研究実
践力の涵養 0.5

計算生命科学，量子化学領域に
おける研究実践力の涵養 0.5

ｶﾄｳ ﾀｶﾌﾐ

ｲｹﾀﾞ ｹﾝｼﾞ
大阪大学大学院薬学研究科・附属実践薬学教
育研究センター・教授

博士
（薬学）

ﾀｸﾏ ｶｽﾞﾋﾛ
大阪大学・大学院歯学研究科・口腔科学専
攻・教授

博士
（歯学）

大阪大学・大学院医学系研究科・医学専攻・
教授

博士
（医学）

大阪大学・大学院歯学研究科・口腔科学専
攻・教授

ﾋﾋﾞﾉ ﾋﾛｼ

ﾖｼﾀﾞ ｶﾖｺ

博士
（薬学）

タカラバイオ株式会社 開発本部長
博士
（農学）

大阪大学・大学院薬学研究科・医療薬学専
攻・教授

博士
（薬学）

医療薬学

ｺﾝﾄﾞｳ ﾏｽｵ

ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢

ﾆｼｵ ﾃｲｼﾞ

日比野　浩
（R4.4.1追加)

大阪大学・大学院医学系研究科・保健学専
攻・教授

博士（医学）
博士（理学）

１４．プログラム担当者一覧（続き）

102 加藤　隆史 口腔生理学

103 近藤　昌夫

氏名

齊藤　達哉 ｻｲﾄｳ ﾀﾂﾔ

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

0.5

プログラム学生の研究成果を迅
速にまた効果的に社会に還元し
ていくための社会実装の涵養を
育みだす教育・研究指導

0.5

社会実装教育における講義お
よび実習指導 0.5

社会実装教育における講義お
よび実習指導

社会実装教育における講義お
よび実習指導 0.5

生体応答制御学領域における
研究実践力の涵養 0.5

高次脳口腔機能学における研
究実践力の涵養 1

社会実装教育における講義お
よび実習指導 1

医学物理学領域における研究
実践力の涵養 0.5

社会実装力の涵養

薬理学，生理学，聴覚領域に
おける研究実践力の涵養

118

119

120

121

122

123
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様式２ 

（機関名：大阪大学 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：生命医科学の社会実装を推進する卓越人材の涵養 ）

平成３０年度 

卓越大学院プログラム 計画調書（中間評価後修正変更版）※採択時からの修正

[採択時公表] 

（１） プログラムの全体像【１ページ以内】
（申請するプログラムの全体像を１ページ以内で記入してください。） 

大学の使命は、“高い教養と専門的能力を培うとともに深く真理を探究して新たな知見を創造し、こ

れらの成果を広く社会に提供して社会の発展に寄与する“（教育基本法）と定められ、研究成果の社会

還元が明言されている。我が国の生命医科学分野は、独創的で国際的に優位性のある研究成果を多く発

表しながら、その研究成果を社会に提供する点で他国の後塵を拝している。我が国の大学では研究成果

の社会還元の教育が決定的に欠けており、もし卓抜な研究成果の社会還元が円滑になされれば、国際競

争に打ち勝って国力の増強につなげられる。そのためには、「研究成果の優位性、発展性を学術的に的

確に分析し、その成果が有する社会実装のポテンシャルを知財、市場性、規制科学など様々な角度から

分析し社会実装を推進できる博士人材」が必要である。大阪大学では、自ら国際的に卓抜な研究成果を

あげるとともに生命医科学を俯瞰できる「研究実践力」と、その研究成果を社会応用するための知とス

キルである「社会実装力」の両方を兼備した博士人材を、「知のプロフェッショナル」として育成する。 

この「知のプロフェッショナル」育成のため、産官学が一致団結した体制で教育を推進する。（学）と

して、大阪大学の医歯薬生命系の４研究科、微生物病研究所や免疫学フロンティア研究センター、医学

部附属病院（臨床研究中核病院）、歯学部附属病院が参画し、医薬基盤・健康・栄養研究所の協力も得

る。（産）として、ファイザー、ノバルティス、Johnson & Johnson Innovation、イーライリリー等、

国内外の大手製薬企業が教育理念に賛同し参加する。（官）として大阪府、医薬品医療機器総合機構 

(PMDA)などが参画する。このような産官学を挙げた国際性豊かな教育体制は生命医科学分野で前例のな

い革新的なものである。 

大阪大学は世界屈指のイノベーティブな大学として、社会との「共創」を通じ「知」の創出と実装、

人材育成を図ることを目指している。2018 年 1 月創設の「共創機構」は「共創」活動を全学的に統括

し、社会と知・人材・資金の好循環を構築するものであり、本プログラムは、医歯薬生命系の分野にお

いて、社会との「共創」活動を具体的に担う｢知のプロフェッショナル｣人材を育成するものである。 

本プログラムは、研究科固有教育科目と社会実装教育科目から構成され、社会実装教育科目には大学

による学際的研究科横断融合科目と産・官が担当する社会実装科目と実践訓練科目が含まれる。学位審

査は、研究成果の独創性、論理的思考力、優位性の観点からの学による「研究実践力」評価と、自らの

研究成果の社会実装プランとその課題克服に向けた能力の観点からの産による「社会実装力」評価を組

み合わせる。 

 大阪大学は、特許に貢献した研究成果をもとにした Nature Index 2017 Innovation で世界 31 位、国

内 1 位とイノベーションでトップ大学である。免疫学やオートファジーなど国際的に卓越した研究成

果で最先端研究を牽引する人材も多く、部局横断的研究教育も活発で研究実践力を高める環境がある。

橋渡し研究拠点で医師主導治験数、企業との共同研究講座数も国内トップで、臨床研究中核病院や歯学

部附属病院も備え社会実装教育に適した環境をもつ。この病院と協働できる環境は、欧米の先端的な研

究機関（米国の Broad Institute や英国の Francis Crick Institute）でも成功の必須条件とされてい

る。 

大阪大学は、本プログラムの継続発展のための予算確保に加え、社会実装教育担当教員も育成し、承

継ポストにつける。また、履修学生の奨励金のための基金を設立し、企業からの支援を得る。すでに医

歯薬生命系研究科では将来の共通の大学院構想を検討しており、本プログラムを取り込んで新たな学位

を授与する研究科設置を目指す。大阪大学では本プログラムをモデルケースとして、その基本コンセプ

トを理工情報系や人文・社会科学系の大学院にも取り込み、大学院全体の教育改革を実現する。

ポンチ絵は不要です。 

7



様式２ 

（機関名：大阪大学 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：生命医科学の社会実装を推進する卓越人材の涵養 ）

（２）プログラムの内容【４ページ以内】
（国内外の優秀な学生を、高度な「知のプロフェッショナル」、すなわち、俯瞰力及び独創力並びに高度な専門性を備

え、大学や研究機関、民間企業、公的機関等のそれぞれのセクターを牽引する卓越した博士人材へと育成するため、
国際的に通用する博士課程前期・後期一貫した質の保証された学位プログラムを構築・展開するカリキュラム及び修
了要件等の取組内容を記入してください。また、人材育成上の課題を明確にした上で、その課題解決に向け検証可能
かつ明確な目標を、プログラムの目的にふさわしい水準で設定し、さらに、目標の達成のために申請大学全体の大学
院システムをどのように変革するかを明確に記入してください。） 

育成する人材像 

日本の生命医科学研究では、独創的で国際的に優位性のある研究成果が多くあるにも関わらず、その

基礎研究成果を社会に提供する点で世界の後塵を拝している。しかし、社会実装するノウハウを鍛えた

人材を育成するのみでは成果を社会実装できない。卓抜な研究成果であることが社会実装のための必要

条件であるため、研究成果の独創性、優位性を目利きする能力が必要となる。この研究成果の目利き能

力は、主体的に卓越した研究成果をあげた経験のある人でないと身につけることは困難である。そこで

大阪大学では、国際的に卓抜した研究成果をあげるとともに生命医科学を俯瞰できる「研究実践力」と、

その研究成果を社会応用するノウハウの「社会実装力」の両方を兼備した博士人材を、「知のプロフェ

ッショナル」として育成する。この知のプロフェッショナルこそ、「研究成果の優位性、発展性を学術

的に的確に分析し、その成果が有する社会実装のポテンシャルを知財、市場性、規制科学などの様々な

角度から分析して社会実装を推進できる能力を有する博士人材」で、独創的で国際的に優位性のある研

究成果を社会還元する能力をもつ。 

この知のプロフェッショナル育成のために、本プログラムでは産官学が一致団結した体制で教育を推

進する。（学）として、大阪大学の医歯薬生命系の４研究科、微生物病研究所や免疫学フロンティア研

究センター、医学部附属病院、歯学部附属病院がこぞって

参画し、医薬基盤・健康・栄養研究所の協力も得る。（産）

として、ファイザー、ノバルティス、Johnson & Johnson 

Innovation、第一三共、田辺三菱、中外、塩野義、大塚、

タカラバイオなど、国内外のメガファーマ、大手製薬企業、

バイオベンチャーがこの教育理念に賛同し積極的に教育に

参加する。（官）として、大阪府、PMDA、国立医薬品食品衛

生研究所などが参画し特許庁の協力も得る。このような産

官学を挙げて、また国際性豊かな教育体制は前例のない革

新的なものである。 

プログラムの概要 

生命医科学を俯瞰する能力をベースにその成果の社会実装を実

現する人材の育成には、従来の研究科固有の専門に特化した教育

に加え、研究科を横断し、さらに社会と連携した教育の導入が必

要である。そのため、研究科の枠を越えて複数の研究科が一致団

結し、そこに産業界、そして自治体や国の機関といった官が連携

する産官学が共創する教育プログラムを構築する。これまで大阪

大学の大学院教育では、従来の専門性を深化させる「知の探求」

教育に加えて、高度な俯瞰力を獲得する研究科横断型の「知と知の融合」教育を行ってきた。今回、

大学院教育における新たな改革として、社会からの要請を十分くみ取って産官学と連携し、真に社会

に貢献し未来の社会を切り開く博士人材の育成を実現する「社会と知の統合」教育を導入する。 
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 本プログラムは大きく前半の「研究実践力の涵養」と後半の「社会実装力の涵養」に分けられる。研

究成果の社会実装の実現のためには、自らの研究成果が国際的に優位性をもち卓抜であることがまず必

要である。その上で、社会実装に必要なノウハウを身につけることが求められる。この 2つの能力を兼

ね備えた知のプロフェッショナル人材は特に国内には極めて少ないのが現状で、本プログラムでは、医

歯薬生命分野において国際競争に打ち勝って優位性のある研究成果を挙げるための「研究実践力」をま

ず涵養し、引き続き、自らの研究成果を迅速にまた効果的に社会に還元していくための「社会実装力」

の涵養を図る。 

 研究実践力の涵養では、大阪大学の医歯薬生命系の研究科、微生物病研究所や免疫学フロンティア研

究センター、医学部附属病院、歯学部附属病院がこぞって参画し、医薬基盤・健康・栄養研究所の協力

も得て、生命医科学を俯瞰し、真の研究を実践できる能力を涵養する。 

続く社会実装力の涵養では、PMDA、国立医薬品食品衛生研究所、大阪府、国内外のメガファーマ、バ

イオベンチャーなどが、実際に市場調査、ニーズ調査を行い、規制を受けながら知財戦略を立てて研究

成果を社会実装している現場の知恵、現場の課題解決策を教育する。これらの学外プログラム担当機関

と本学との間において協定を結び、連携先機関として教育に参加し、学生に実践的な社会実装の現場を

体験させることで社会実装力を涵養する。 

 今回のプログラムで授与される学位は、

学生が所属する研究科の博士学位（医学、

歯学、薬学、保健学、生命機能学、理学、

工学）に「生命医科学の社会実装プログラ

ム修了」が付記されたものである。学生に

は、所属する研究科の博士学位が授与され

るため、参画研究科固有の教育も必要であ

る。この研究科固有の教育と並行して、参

画研究科や研究所、産業界や官組織が一致団結して行う横断型教育である社会実装教育を履修し、修了、

審査を経て、学位が授与される。 

研究科固有の教育では、各々の研究科の学位に相応しい能力の基盤を身につけることを目的とする。

例えば医学系研究科（医学専攻）では基礎医学、臨床医学に精通し、そこから得られる研究の端緒を見

出せる能力である。これに対し研究科横断型の教育では、研究成果を自ら得て、それを社会実装できる

能力を身につけることを目的とする。この社会実装教育は、医歯薬学の入門科目、学際的生命医科学に

よる研究科横断的科目（研究コミュニケーション力涵養、異分野領域実習）、社会実装科目（市場調査演

習、知財戦略演習、規制科学演習の 3 種類で構成）、実践訓練科目（社会実装実践訓練）の構成となる。 

社会実装教育に含まれる科目の詳細 

本プログラムに参画する研究科は、医学系研究科（医学専攻、保健学専攻）、歯学研究科、薬学研究科、

生命機能研究科である。このうち、医学系研究科（保健学専攻）、生命機能研究科、4 年制出身者の入学

する薬学研究科では博士課程前期・後期の 5年一貫コース、それ以外では 4 年コースとなる。一つのプ

ログラムの中に 5 年一貫コース、4 年コースが存在するが、5 年一貫コースでは、理学部、農学部、工

学部出身者など医学、歯学、薬学教育を受けていない学生が入学するため、最初の 1 年間に「医歯薬学

の入門科目」を社会実装教育の中に設置し、医学系、歯学、生命機能研究科が提供する科目を幅広く履

修させ、同時に病院実習も行う。これにより、医歯薬教育を受けた学生と同様に医療現場のニーズ、生

命医学系の研究に必要とされる背景を理解し、研究の動機付けを得る機会を与える。 
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「医歯薬学の入門科目」に続き、5 年一貫コースの 2 年次（4 年コースの 1 年次）では「学際的生命

医科学による研究科横断的科目①」（研究コミュニケーション力涵養）にて、研究の壁を打破する秘訣

などについて卓越した研究者と議論することで研究実践力の向上を図る。並行して研究科独自の教育

として学生主体の研究が実施されており、それを通して自ら感じる壁を卓越した研究者と相談し研究

実践力の強化を図る。さらに学生が自らの

研究進捗状況を英語で発表し、それを基に

議論を進めることにより、分野の枠を越え

コミュニケーションをする能力を培う。こ

のような教員及び履修学生同士の交流に

より、生命科学を俯瞰し研究を進める能力

を涵養する。5 年一貫コースでは、3 年次

修了時点で Qualifying Examination (以

下、「QE」という)にて、3 年間の研究成果

のみならず 4 年次以降の異分野との共同

研究を含む博士論文研究計画内容を審査する。QE を合格した学生は 4 年次以降も本プログラムの履修

を続ける。QE を通過しない学生は並行して履修している研究科独自の教育に加え、所属する研究科の

定める科目を新たに履修しこれらを修了することで研究科独自の学位を得ることができる。 

5 年一貫コースの 3 年次（4 年コースの 2 年次）では「学際的生命医科学による研究科横断的科目②」

（異分野領域実習）を履修する。この科目では自らの研究分野とは異なる医歯薬学系分野の枠を超え

た研究領域の学内外の研究者や学生と交わる。自分がそれまで研究を続けている領域とは異なる分野

の研究者と対話することは、高度な専門性に加えて研究の俯瞰力を身につける機会となり、自らが行

っている研究の独自性をも自覚することにもなる。同時に、協力企業訪問を実施し、社会実装の現場を

体験することで、アントレプレナーシップや社会実装能力の涵養を図る。4 年コースでは、2年次修了

時点、つまり 2 年間の研究活動を行った時点で、5 年一貫コースと同様の QE が行われる。5 年一貫コ

ースの 3 年次（4 年コースの 2 年次）修了時点で履修を続ける学生は研究実践力を身につけていると判

断される。そこで、以降の 2 年間で、自ら得た研究成果を社会実装する能力の涵養を図る。ここでは、

「社会実装科目」と「実践訓練科目」を履修する。 

 「社会実装科目」（市場調査演習、知財戦略演習、規制科学演習）こそ、これまで日本の医歯薬生命

系大学院でまとまった教育がほとんど行われてこなかった分野を扱う。市場・ニーズ調査とその分析、

知財戦略、規制科学について詳細な知識を教育する座学、その知識をもとにした演習が行われる。さら

に「実践訓練科目」（社会実装実践訓練）では、社会実装教育科目における学びを的確に組み込み、学

生自らの研究成果の社会実装案を具体化していく。 

修了要件 

 本プログラムでは、「研究実践力」と「社会実装力」を有しているかを 2 段階で評価する。「研究実践

力」については、5 年一貫コースは 3 年次、4 年コースは 2年次に「研究実践力」を有しているかの QE

を実施し、これに合格した学生は引き続き「社会実装力」の教育を受け、修了審査に合格すれば「研究

実践力」と「社会実装力」の両方を有していることとする。 

「研究実践力」を審査する QE では、研究独創性・論理的思考力・社会実装意識の評価項目に対し、

ルーブリック評価による書面審査を行い、研究成果が社会実装に繋がりうる先端的研究成果（エポッ

クメイキングな基礎研究成果や企業との共同研究成果など）であるかを厳しく評価する。学会発表や
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ジャーナル掲載等の進捗についても併せて確認する。この場合の審査は本学の教員によって行われる。 

 「社会実装力」を審査する修了審査では、口頭審査及び書面審査に基づき、卓越活動で学習、実践して

きた研究成果の社会実装案を、事業化に必要な材料（課題解決、方法、競合、優位性、市場などの観点か

ら）を用いて説明しているか評価項目を設定し、ルーブリック

評価による書面および口頭発表にて審査を行う。自らの研究成

果を社会実装するための課題と、その課題解決プランに関する

取り組みの成果を発表し、審査に合格すれば「社会実装力」を

有しているものと評価される。この修了審査には、本学の教員

のみならず学外からのプログラム担当者が参加する。 

 以上、QEと修了審査の2回の審査を経て研究実践力、社会実装

力の両者を有していると評価されれば、研究科固有の学位に「生

命医科学の社会実装プログラム修了」を付記して授与される。 

人材育成上での課題、その課題解決に向けた検証可能かつ明確な目標 

 研究成果を正当に評価するためには高い研究実践力が必要であるが、我が国全体の問題として国際学

会での発表や国際誌への学生の論文発表の数が全体的に減少傾向にある点が課題である。この課題解決

のため、国際学会における発表者数、国際誌における学生執筆による論文数に目標を設定する。社会実装

力の指標として、将来の社会実装の実現を担保する数値である「異なる研究室との共同研究発表数」、「企

業との共同研究数」「特許出願数」について目標を設定する。本プログラムを適正に運営していく上で欠

かせないものは、恒常的なプログラム内容の評価と、それに応じた改良である。このため、プログラムに

参加する学内外の教員、参加学生からのアンケートをもとに外部評価委員会でプログラム内容を検証す

る。令和 2 年度に定めた「生命医科学の社会実装プログラム外部評価委員会に関する申し合わせ」に基

づき、外部評価委員会は原則として年 1 回開催し、外部評価委員会に基づく 1 件以上のプログラム内容

の改良ポイントを次年度のプログラム教育に組み込むことを目標として定める。 

目標達成のための大阪大学における大学院教育の改革プラン 

 社会実装教育の内在化のために、国際的に高い評価を受けた研究成果を有する若手研究者を新たに雇

用し、本プログラムを履修する学生に加えてこの若手教員に対しても社会実装教育を行い、やがて承継

ポストの教員として雇用し、その経験を生かして世

代を超えた社会実装教育を可能とする。 

さらに自らの研究成果を社会実装させるマインド

は、若手のみならず大学院教員にも必須で、今回の教

育プログラムを活用した Faculty Development (FD)

を構築し、学生に対する教育のみならず教員の教育

も行い、大学院全体の社会実装教育に対する理解と

協力を強化する。 

 医歯薬生命系研究科では、将来の共通大学院構想

を検討しており、卓越大学院教育プログラムを取り

込んで新たな学位を出せる大学院設置を計画している。また本プログラムをモデルケースとして、その

基本コンセプトを理工情報系や人文社会系の大学院にも取り込み、それぞれにふさわしい形で具現化し

大学全体の教育改革を実現する。 

※プログラムの内容が分かるようにまとめたポンチ絵（１ページ以内）を別途添付してください。

（文字数や行数を考慮する必要はありません。） 

11



様式２ 

（機関名：大阪大学 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：生命医科学の社会実装を推進する卓越人材の涵養 ）

◎プログラムとして設定する検証可能かつ明確な目標【１ページ以内】

項 目 内 容 実 績 備 考 

医歯薬生命分野

の国際学会にお

ける発表者数 

2020 年度 2 名 

2021 年度以降 4 名／年 

2020 年度 3 名 

2021 年度 8 名 

2019年入学の5年一貫コース

の学生（15 人を想定）のうち、

特に優秀な学生は 2 年目から

成果を発表することが期待さ

れる。これより 2020 年度は 2

名、2021 年度以降には 4 年コ

ースの学生（15 人を想定）も

加わることから年間 4 名を目

標とする。 

医歯薬生命分野

の国際誌におけ

る論文数 

2022 年度 2 本、 

2023 年度以降 4 本／年 

2020 年度 3 本 

2021 年度 14 本 

国際誌に論文として発表する

にはさらに 2 年程度かかり、

また QE により履修学生数を

絞ることより、国際誌におけ

る学生執筆による論文数は、

2022 年度に 2 本以上、2023 年

度以降は年間 4 本以上を目標

とする。 

異なる研究室と

の共同研究発表

数 

2021 年度以降 6 件／年 2020 年度 8 件 

2021 年度 8 件 

異なる研究分野の交流をスタ

ートさせる 3 年目以降の学生

の中で特に優秀な学生が成果

を発表することが期待され

る。 

企業との共同研

究数 

2022 年度以降 6 件／年 2020 年度 3 件 

2021 年度 5 件 

社会実装教育が進む 4 年目以

降の学生の中で特に優秀な学

生について企業との共同研究

が期待される。 

特許出願数 2022 年度以降 3 件／年 2021 年度 3 件 企業との共同研究のうち半数

程度の知財化を目標とする。 

本プログラムに

対する評価委員

会の開催回数 

2019 年度以降 1 回／年 2019 年度 1 回 

2020 年度 1 回 

2021 年度 1 回 

本プログラムを適正に運営し

ていく上で、恒常的なプログ

ラム内容の評価と、それに応

じたプログラム内容の改良が

重要である。このため、評価

委員会でプログラム内容を検

証する。

評価委員会に基

づくプログラム

内容の改良ポイ

ント

2020 年度以降 1 件／年 2020 年度 1 件 

2021 年度 1 件 

評価委員会に基づき恒常的に

プログラムを改良することが

重要である。プログラム内容

の改良ポイントも検証可能な

数値で、最低 1 件を目標とす

る。 

※適宜行を追加・削除してください。
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（３）プログラムの特色、卓越性、優位性【２ページ以内】
（「最も重視する領域」を中心に、申請するプログラムが国際的な観点から見て有している特色、卓越性、優位性
に関して記入してください。） 

「我が国が国際的な優位性と卓越性を有している研究分野」を最も重視する領域として設定し、

卓越性のある研究成果の社会実装を実現できる博士人材を育成する。 

 研究成果の社会実装の実現のために

は、自らの研究成果が国際的に優位性を

もち卓抜であることがまず必要である。

その上で、社会実装に必要なノウハウを

身につけることが求められる。この 2 つ

の能力を兼ね備えた人材は特に国内には

極めて少ない。そこで本プログラムでは

生命医科学分野において国際競争に打ち勝って優位性のある研究成果を挙げるための「研究実践力」

と、自らの研究成果を迅速にまた効果的に社会に還元していくための「社会実装力」の涵養を図る。 

 研究実践力の涵養には、自らが研究プロジェクトを動かして壁にぶつかりながらも、それを突破

する経験が必要である。このためには国際的に卓越した成果をあげている研究環境に数年身を置き、

自ら研究成果をあげることが求められる。また国際的に研究のトップに立って牽引している研究者

と対話の機会を得て、自らの壁を相談することも重要である。大阪大学は、学術論文や特許出願の分

析などに基づきまとめられた革新的な大学ランキングで、国内でイノベーションにおいてトップの

大学と位置付けられ、生命医科学領域では免疫学やオートファジーなどをはじめ国際的に卓越した

研究成果をあげている研究室が多い。本プログラムでは、卓越した研究者を招いて座談会形式で学

生との対話を行い、研究の壁を打破する秘訣などについて議論する科目で研究実践力の涵養を図る。

さらに履修学生が自らの研究進捗状況を英語で発表し、それを基に議論を進めることで分野の枠を

越えたコミュニケーション力を培う。これら教員及び学生同士の交流により、生命医科学研究を俯

瞰し、研究を推進する能力を涵養する。 

 研究実践力のみならず、社会実装力を教育する上でも本プログラムには卓越性がある。生命医科

学の研究成果を社会実装するとは具体的な医療機器や医薬品に実装することであり、そのための規

制のハードルが高く特殊性もある。このような分野で社会実装を推進する人材の育成には、特殊性

をもつ規制に対処し、その枠の中で社会実装する経験値の高い人材を豊富に揃えて教育を行う必要

がある。本プログラムでは、生命医科学分野で次々と製品を開発し上市しているグローバル企業、具

体的にはファイザー、ノバルティス、Johnson & Johnson Innovation といった売上高トップクラス

の製薬企業が社会実装教

育に参加する。実際に規制

を受けながら知財戦略を

立てて研究成果を社会実

装している現場の知恵、現

場の課題解決策を教育す

ることは、実践的社会実装

力の涵養に大いに貢献す

る。医歯薬生命系の大学院

教育で、まとまった社会実

装教育はこれまでほとん
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どなかった。今回のプログラムでは、大学の総力を結集するのみならず、国際的に卓越した社会実装

を行なっている経験値の高い講師陣を招いて本格的な社会実装教育を企画して実行することが特色

である。 

 日本と比べ生命医科学の社会実装が進んでいる欧米でも、その流れをより進めるために最近多く

の試みがなされている。例えばマサチューセッツ工科大学とハーバード大学が共同して運営する

Broad Institute、英国の Medical Research Council や Imperial College London などが運営する

Francis Crick Institute では、横断的な研究チームをアドホック的に形成し研究成果を出し、それ

を社会実装するシステムが構築されている。この時のキーポイントは病院と協働できる環境とされ

る。大阪大学にはまさしく病院と協働する環境がある。大阪大学医学部附属病院はトランスレーシ

ョナルリサーチを推進する橋渡し研究拠点として認可を受けており医師主導治験数が国内トップで

ある。また臨床研究中核病院でもあり、臨床研究をプランニングする教育も行われている。歯学部も

病院を独自に有しており、共同研究講座の数も国内トップである。この環境で人材育成を行うこと

も特色である。 

本プログラムにより育成された研究成果を社会実装する人材のキャリアパスとして、アカデミア、

企業、PMDA などの規制当局や特許庁などの政府機関があるが、それ以外にアントレプレナーシップ

をもって起業することもキャリアパスの一つである。この時、シーズの重要性は言うまでもないが、

起業の場所が提供されることなどの周囲のサポートがその成功の鍵を握る。本プログラムには大阪

府も参画しており、プログラム修了者の起業にあたり、その場所の提供や相談体制が整備されてい

る。修了後の対策を考えている点も本プログラムの特徴である。 

 これまで本格的にまとまった教育システムとしての社会実装教育は存在しない。この教育体制を

将来にわたって継続するために、若手教員を雇用し生命医科学における社会実装教育のプロフェッ

ショナルとして育成することも本プログラムの特徴である。補助期間終了後は、プロフェッショナ

ルとして育成された教員を承継ポストにつけ、大阪大学に社会実装教育を内在化する。それととも

に、育成された教員が日本の生命医科学の社会実装教育の核になって、ともすれば研究業績の向上

を論文数のみで評価する日本の研究環境に風穴をあけるような活躍をすることが期待される。 

 本プログラムでは産官学が団結して教育を行い、心（社会実装マインド）技（研究実践力）体（活

躍する場）の揃った人材育成を目指す。大学が研究実践力を身につけさせ、産業界が社会実装を教育

し、さらに自治体がアントレプレナーシップを

持って起業する人材をバックアップするとい

う三位一体の教育体制が特徴である。さらに本

プログラムを活用し、学生に対する教育のみな

らず教員の教育も行い、大学院全体の雰囲気を

変えていく。これらの取り組みにより、大阪大

学が大学院教育として従前から進める「知の探

究」（専門教育）、「知と知の融合」（異分野を俯

瞰する能力の教育）に加えて、社会と大阪大学

が協力して社会に貢献し未来の社会を切り開

く博士人材を育成する「社会と知の統合」教育

を実現させる。 

※プログラムの特色、卓越性、優位性が分かるようにまとめたポンチ絵（１ページ以内）を別途添付

してください。（文字数や行数を考慮する必要はありません。）
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様式２ 

（機関名：大阪大学 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：生命医科学の社会実装を推進する卓越人材の涵養 ）

（４）学長を中心とした責任あるマネジメント体制【２ページ以内】
（学長を中心として構築される責任あるマネジメント体制を確保するための取組、大学全体の中長期的な改革構想の

中での当該申請の戦略的な位置づけ、高度な「知のプロフェッショナル」を輩出する仕組みの継続性の担保と発展
性の見込みについて記入してください。） 

大阪大学は、社会との「共創」を通じ「知」の創出と人材の育成を図ることによって、世界屈指のイ

ノベーティブな大学となることを目指している。2018 年 1 月に創設した「共創機構」は、「共創」活動

を全学的に統括する司令塔として社会との「知」・「人材」・「資金」の好循環の構築をするものである

が、「知のプロフェッショナル」を育成する本プログラムは、医歯薬生命系の分野において、まさにそ

うした社会との「共創」活動を具体的に進め、担う人材を育成しようとするものであり、大阪大学の

めざす「社会と知の統合」を具現化できる最初の取り組みとして大学全体で支援する。 

しかしこの「社会と知の統合」をめざすためには、深い専門性とともに俯瞰力や批判力を身につけ

ていることが求められる。従来の大学院教育はタコツボ型教育プログラムで高度で深い専門性は獲得

できるが、周囲の研究分野を見渡すことのできる高度な俯瞰力を身につけることは難しかった。大阪

大学は、高度な俯瞰力をもつ研究科横断型教育の重要性をいち早く提唱し、コミュニケーションデザ

イン・センターなど研究科横断教育を担うセンターを他大学に先駆けて設立してきた。しかし現実問

題として研究科の壁を越えた学位プログラムの実装はなかなか困難で、副専攻型の教育プログラムの

開設はできるが、主専攻型の教育プログラムの設立にはまだまだ時間がかかる印象があった。 

例えば、研究科の壁を越えて横断的なプログラムを策定しようとすると、研究科独自のプログラム

との関係性が問題となり、従来の学位プログラムとは異なる枠組み、つまり外付けの副専攻型のプロ

グラムとして組む必要があった。これまでの博士課程教育リーディングプログラムでも同じ問題があ

り、研究科横断的な教育を行うが、それはあくまでも研究科独自の学位プログラムとは別の枠組みで

ある外付けの副専攻型のプログラムとして運用されていた。その結果、履修学生の負担が増え、研究

科独自の教育の視点からすれば副専攻型教育に批判的な考えが一部の教員に芽生えた可能性も否定で

きない。 

しかし、このたび大学の中長期的な大学院教育改革ビジョンを策定し、高度な俯瞰力と社会実装能

力をもつ学生を育成することを可能にする仕組みを構築することをポリシーとして掲げた。今回の卓

越大学院プログラムでは、この大学院改革の先鞭をきって、複数の研究科を俯瞰できる内容を含む教

育プログラムを主専攻型の学位プログラムとして策定するものである。 

 研究科横断的な教育内容のみで構成される教育プログラムであれば比較的単純な教育システムとな

るが、それでは俯瞰力は身につけられても高度な専門性を身につけることは困難である。そこで「研

究科固有の教育によって高度な専門性を身につける」とともに、「研究科横断的な教育により俯瞰力も

涵養する」という二面性を包含する教育システムを構築することが求められる。ここで起こる問題は、

次の２点に集約される。 

1）研究科の壁をいかに越えて、研究科共有の教育を議論できるか。

2）研究科独自の教育と研究科共有の教育が混在したプログラムをどう整理、管理するか。

この２点の問題解決のため、大阪大学では総長のガバナンスのもと、以下の体制をとることにした。 

 1）の問題に対して、関連研究科が一堂に会して議論する３つの戦略会議（人文社会科学系、理工情

報系、医歯薬生命系戦略会議）が総長諮問機関として 2017 年度に創設された。医歯薬生命系戦略会議

では、この卓越大学院の申請と平行して、将来の医歯薬生命系共通の大学院構想も論じられてきた。

そのための第一歩として大学院教育を共通化する具体策を引き続き検討している。このように生命医

科学の社会実装を推進する卓越人材の涵養プログラムは、医歯薬生命系戦略会議での将来の大学院構

想の議論の結果策定されたものである。 
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様式２ 

（機関名：大阪大学 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：生命医科学の社会実装を推進する卓越人材の涵養 ）

2）の問題は、今後大学全体で研究科横断的な主専攻型プログラムを策定していくにあたり、十分シ

ステムを考えないと解決できない。そこで、1）で述べた大学院教育の共通化の具体策をもとに混在し

ている教育科目を整理整頓する方針により、まず研究科独自の教育科目と研究科共有の教育科目を別

のくくりとしてまとめることとした。これが複数の科目をまとめたモジュールである。一つのモジュ

ールに含まれる科目を履修し適切な判定がなされれば、一定の能力が習得されたものとみなせる。「研

究科固有の教育によって高度な専門性を身につける」とともに、「研究科横断的な教育により俯瞰力も

涵養する」という二面性は、各々を別のモジュールにして評価し、それを組み合わせて一つのプログ

ラムにすれば包含することができる。

今後、本プログラムに倣って、大学全体の大学院教育において、科目を複数集めたモジュールと、

そのモジュールを組み合わせたプログラムが多数策定されることが予想される。これによって、従来

の高度な専門性を獲得するための教育プログラムのみならず、研究科横断的な高度な俯瞰力を涵養す

る教育プログラムが多くなり、大学全体で高度な専門性と俯瞰力を兼備した人材を多数育成できるよ

うになる。もちろん、大阪大学は高度な専門性を目指す従来型の教育を否定するものではない。単一

の研究科で深い専門教育を行うことは変わることなく極めて重要である。この場合は、専門教育の初

期段階を一つのモジュール、それをさらに進めた高度専門教育を別のモジュールとして、単一研究科

の中で完結する形態の教育プログラムとなる。ただしその中で、他の研究分野からみた当該分野の位

置付けを教育する内容も入れることで、高度な俯瞰力も身につけさせる。 

モジュールの組み合わせにより多岐にわたる教育プログラムを比較的簡単に策定することができれ

ば、大学独自の教育を行うにあたってのハードルが下がる。どこに新たな研究のムーブメントが起こ

るかは事前に予測困難であるため、それが出現したときに機動性をもってアドホック的に新たな教育

プログラムを策定し、時代の要望にあった人材を育成することを可能にする仕組みが重要である。 

 ただし、モジュールやプログラムが多数存在すれば、その質の担保を行うことが難しくなることが

予想される。このため、大学全体でモジュールやプログラムの統括、評価を毎年行う体制を整えるた

めに、国際共創大学院プログラム推進機構を立ち上げた（2018 年 8 月に創設）。国際共創大学院プロ

グラム推進機構では、提案されるモジュールの目的、質の審査、モジュールを組み合わせたプログラ

ムが学位授与に相応しいものかを審査する。実際に教育プログラムを運営するためには教務組織が重

要であるが、単一研究科、あるいは複数研究科でも小規模の連携による教育プログラムについては、

各々の担当研究科の教務組織にプログラム運営を任せる。これに対し、本プログラムのように多くの

研究科が参画する大規模な連携による教育プログラムについては、教務組織をプログラム推進機構の

中に置き、参画研究科の教務担当教員がそこに

参加して、協議しながらプログラムを運営す

る。研究科個別の運営であろうがプログラム推

進機構による運営であろうが、いずれにせよ運

営にあたっては産学官の委員よりなる評価委

員会をできるだけ頻回に開催し、それに基づき

PDCA サイクルによる教育内容の改良を行なっ

ていく。これは本プログラムで導入を予定して

いることで、本プログラムが大学全体の教育改

革の端緒となるものと考える。 

ポンチ絵は不要です。 
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様式２ 

（機関名：大阪大学 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：生命医科学の社会実装を推進する卓越人材の涵養 ）

（５）学位プログラムの継続、発展のための多様な学内外の資源の確保・活用方策【１ページ以内】

（学位プログラムの継続、発展のための学内外の資源の確保・活用方策について記入してください。） 

大阪大学の卓越大学院プログラムへの申請に際し、広く学内に公募し応募があったプログラムにつ

いて、学内ヒアリングを重ね、事業内容やプログラムの成熟度などを考慮した。その結果、学位プロ

グラムとして継続・発展させるために大学として全面的にバックアップすることを前提に、医歯薬生

命研究科が共同して提案した「生命医科学の社会実装を推進する卓越人材の涵養」プログラム 1 件を

厳選して申請したものである。申請にあたっては、役員会、理事・部長懇談会、部局長会議等で将来

的な資金計画を説明し、大学としてのコンセンサスを得た。 

この厳選された「生命医科学の社会実装を推進する卓越人材の涵養」プログラムの特徴は、プログ

ラムの初年度より、グローバル企業、国内企業、ベンチャーといった（産）、大阪府、PMDA といった

（官）、そして本学の医歯薬生命系研究科、医薬基盤・健康・栄養研究所といった（学）が一体となり、

心技体の揃った三位一体の社会実装を可能とする教育プログラムを作っていくというものである。こ

のプログラムの遂行のために、（産）（官）よりプログラムに参画している様々な専門的経験を有する

学外プログラム担当者が本学の招へい教員として無償で参画し、企業等での学生の研修やインターン

シップを受け入れてもらう予定で、この連携は補助金支援期間のみならず、補助金支援終了後におい

ても継続されることを双方ともに確認している。このため、招へい教員の人件費相当額については、

引き続き学外資源として活用する予定である。 

 学内資源としては、令和元年に定めた「卓越大学院プログラム履修生に係る授業料免除実施に関す

る取扱い」に基づき、本プログラムでプログラム受講生のうち、5 年一貫コースの博士後期課程、及び

4 年コースの博士課程の学生に対して授業料免除を実施することとし、さらに事業規模を維持しつつ

継続・発展に必要な予算については、大学として責任を持って支援する。また、本プログラムで若手

教員を特任教員として雇用するが、この教員を生命医科学分野における社会実装教育のプロフェッシ

ョナルとして育成し、補助期間終了後は大阪大学の常勤教員として承継ポストに就け、大阪大学の教

育システムに社会実装教育を内在化して継続する予定である。 

 この新たなプログラムの成果が広く内外に認知されることにより、本プログラムで育成された人材

の魅力を輩出先で実感できるようになれば、企業等からの投資も期待できる。企業が教育プログラム

に投資する価値があると感じられるような魅力的な人材を育成することが、本プログラム遂行の上で

の責務となる。より多くの企業の賛同を得て参画してもらうことができれば、将来的には卓越した博

士人材育成のための基金を設立して、教育研究支援経費に充当することが可能となる「好循環」が構

築できると考えている。 

大阪大学は世界屈指のイノベーティブな大学として、社会との「共創」を通じ「知」の創出と実装、

人材育成を図ることを目指している。2018 年 1 月創設された「共創機構」は「共創」活動を全学的に

統括し、社会と知・人材・資金の好循環を構築するもので、そこでは総長と企業のトップが産学連携

を協議し、社会と知の統合を目指す。本プログラムはその最初の試みで、将来にわたり全面的にバッ

クアップする予定である。

また、2017 年 8 月に部局の企画調整機能を強化し、発展的な教育研究活動を展開するために設置さ

れた「医歯薬生命系戦略会議」において、将来に向けた新たな大学院構想が検討され、医歯薬生命系

研究科が一体となった大きな大学院設置に向けた動きが始まっている。将来的にはこの大きな大学院

構想の中にこの卓越大学院プログラムを取り込み、本プログラムの継続・発展形として、新たな学位

が出せる大学院を設置したいと考えている。 

ポンチ絵は不要です。
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様式２ 

（機関名：大阪大学 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：生命医科学の社会実装を推進する卓越人材の涵養 ）

（６）個別記載事項その他、プログラム全体を通じての補足説明【４ページ以内】

（個別記載事項に該当する事項のうち、ここまでの説明では用いられておらず更に説明を要する点や、その他分野の

特性等の説明を要する内容について、自由に記述してください。） 

養成する人材が解決に寄与することが期待される社会的課題 

 日本の大学運営費交付金が削減される中、大学における新たな知見の創造の社会還元による収入、

いわゆるライセンス収入によって大学を運営することは、大学本来の在り方として最も望ましい姿で

ある。しかし大学等のライセンス収入の日米比較では、日本はアメリカの 1%にも満たない。一方、出

願件数はアメリカが 14000 件、日本は 6500 件、大学発ベンチャー起業数は、アメリカ 705 件に対し日

本は 21 件である。つまり、わが国では研究成果を知財化しても大きな利益を生み出していないことが

明らかである。強力な特許を生み出す基本は、優位性のある研究成果を次々と生み出すことであるが、

ノーベル賞を受賞したオートファジー分野では、論文の被引用数は日本が米国を圧倒しているにもか

かわらず、知財の総数はアメリカ、欧州、中国に次いで 4 位である。強力な研究分野における知財化

が遅れていると言わざるを得ない状況を打破するためには、「研究成果の優位性、発展性を的確に分析

し、知財、市場性、規制科学などの様々な角度から分析して社会実装を推進する人材」を育成、輩出

する必要がある。このような人材がアカデミア、企業、行政で活躍することにより大学の研究成果の

社会還元が円滑に進み、国民の健康・福祉の向上に大いに貢献することが期待され、さらに経済的に

も大学のみならず社会全体に大きな利益がもたらされ、大学や日本を支える基盤を構築できる。 

修了者のキャリアパス 

 養成された人材は、各所にある研究シーズを社会実装する能力を有しており、アカデミアや企業、

行政へのキャリアパスが見込める。行政へ進んだ人材は、研究開発の現場を熟知する者として、日本

の規制科学、知財戦略のガイドライン的な存在になり、将来行政当局との人事交流の一環として大学

で働く機会があれば、先駆的教育を進める教員となり、プログラムの発展的継続に資する人材となる。

文科省は 2017 年度に全国 10 か所の大学にトランスレーショナルリサーチを推進するための橋渡し研

究拠点を定めた。拠点外の研究機関は、各拠点を利用して研究成果の臨床応用を進めることになって

いる。10 か所の拠点においても、拠点外の研究機関においても、研究成果の優位性を評価しその社会

実装を進める能力を有する人材、特に自らの研究成果をもとにトランスレーショナルリサーチを推進

して社会実装した経験者は最も望ましい存在であり、本プログラムの修了者にはアカデミアへの雇用

機会は従来よりも格段に増えると予想される。 

オバマ元大統領の PCAST2012 にあるように、産学連携こそ将来のイノベーションの鍵であることを

主要な企業は認識しており、有望な学術研究の推進でアカデミアとつながりを持てる人材の雇用の優

先は十分予想され、国内外企業への雇用機会はやはり増加すると考えられる。今回、プログラム策定

にあたり多数の企業と協議したが、本プログラムで育成されるような人材こそが、欲しかった人材で

あるという意見が大多数であった。 

また、アントレプレナーシップを持って起業する人材を自治体がバックアップするシステムもあり、

自らの起業もキャリアパスの大きな柱である。 

学生の選抜方法 

 学生は所属研究科に所属するため、まず研究科固有の入学試験で選抜が行われる。次に所属研究科 

から本プログラムの受講希望者を募る。志望理由、動機から一次選抜を、続いて面接による二次選抜

を行う。本プログラムでは、研究科固有の教育と研究科共通の教育を受け、それぞれの研究科の学位 
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に「生命医科学の社会実装プログラム修了」が付記された学位が授与される。このため、まずは研究

科固有の選抜、引き続きプログラム独自の選抜を行う。 

学生数 

クラスサイズや指導学生数の観点から教育効果が発揮できる規模は 20 名から 30 名と考える。これ

まで行ってきた博士課程教育リーディングプログラムでは１クラス 20 名で、指導教官とほどよい距離

で、学生どうしも活発な討議で切磋琢磨できる環境であったため、5年一貫コース、4 年コースともに

定員を 15 名とした。 

本プログラムには、6年制学部である医学部、歯学部、薬学部（6 年制）出身者が履修する 4 年コー

スと、4 年制学部出身者が履修する 5 年一貫コースがある。全体を 20 名から 30 名とすれば、5 年一貫

コースの入学者は 15 名程度、4 年コースの入学者は 15 名程度が適当と考える。プログラムを担当す

る研究科・専攻のうち、5 年一貫コースの学生が所属する研究科・専攻（生命機能研究科、医学系研究

科保健学専攻、4 年制出身者の入学する薬学研究科）、4 年コースの学生が所属する研究科・専攻（医

学系研究科医学専攻、歯学研究科、6 年制出身者の入学する薬学研究科）を考えると、この程度の人数

の振り割りが妥当なものと考える。2019 年度入学は 5 年一貫コースのみなので 15 名で、その学年に

2020 年度からは 4 年コースの 15 名が加わり、計 30 名となる。QE の結果、最終的には 20 名程度にな

る可能性もあるが、1 学年 20 名から 30 名程度という適正数を保ちながら教育を行う。 

単位数、授業科目数 

 大阪大学では、4 年コースの博士課程の修了要件単位数は最低 30 単位、5 年一貫コースの単位数は

最低 40 単位となっている。現在行われている大学院教育では、医学系研究科医学専攻、歯学研究科に

所属する学生はいずれも 30 単位、薬学研究科医療薬学専攻に所属する学生は 38 単位、生命機能研究

科、医学系研究科保健学専攻に所属する学生は 40 単位（博士前期 30 単位＋博士後期 10 単位）、薬学

研究科創成薬学専攻に所属する学生は 61 単位（博士前期 34 単位＋博士後期 27 単位）を取得し、必要

な研究指導を受けた上、学位審査に合格することが博士学位の授与条件である。 

 本プログラムでは、 参画研究科固有の教育モジュールと、研究科横断的な教育モジュールで構成さ

れている。 

 このうち、研究科固有の教育モジュールを修了するには、医学系研究科医学専攻、歯学研究科、薬

学研究科では現在の 30 単位のうち 20 単位の取得を必須とする。また生命機能研究科では現在の 40 単

位のうち 30 単位、また医学系研究科保健学専攻では 40 単位のうち 20 単位を必須とする。この教育モ

ジュールを審査を受け修了すれば、各々の研究科の学位を取得するための基盤教育が行われたものと

考える。  

 研究科固有の教育モジュールと並行して受講する研究科共有の横断型教育モジュール（社会実装教

育モジュール）は 20 単位で構成される。 

 5 年一貫コースの 1 年次で受講する医歯薬学の入門（4 単位）では、医歯薬系研究科が提供している

科目を 4 単位とり、医歯薬学部以外の出身者に対し、医歯薬学の入門的な教育を行う。5 年一貫コー

スの 2 年次（4 年コース 1 年次）で受講する「学際的生命医科学による研究科横断的科目①」の研究

コミュニケーション力涵養（4 単位）では、卓越した研究者との対話（2 単位）、履修生それぞれの研

究内容を英語で発表し、それに基づく討議（2単位）による研究実践力の涵養を行う。なお、4 年コー

スではこの段階から社会実装教育モジュールをスタートする。5 年一貫コースの 3 年次（4 年コース 2

年次）で受講する「学際的生命医科学による研究科横断的科目②」の異分野領域実習（4 単位）では、
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異分野の研究領域の研究者との対話を行う。自分がこれまでの 3 年間（5 年一貫コース）、あるいは 2

年間（4 年コース）研究を続けている領域とは異なる分野の研究者と対話することは、高度な専門性に

加えて、研究の俯瞰力を身につける機会となる。俯瞰することで自らが行っている研究の独自性を自

覚することにもなる。 

5 年一貫コースの 4・5 年次で受講する「社会実装科目」こそ、これまで日本の医歯薬生命系大学院

でまとまった教育がほとんど行われてこなかった分野を扱う科目であり、座学と演習が中心となる。

市場調査演習（2 単位）、知財戦略演習（2 単位）、規制科学演習（2 単位）の 3 項目について、詳細な

知識を教育する座学とそれをもとにした演習が行われる。さらに同じ 4・5 年次で受講する「実践訓練

科目」の社会実装実践訓練（2 単位）では、研究成果を社会実装している国内外の企業やベンチャーへ

行き、実際の現場を肌で感じることでアントレプレナーシップや社会実装能力の涵養を図る。 

 社会実装教育モジュールは以上の科目構成である。5 年一貫コースでは合計 20 単位、4 年コースで

は最初の医歯薬学の入門の受講は必須ではないため、合計 16 単位となる。これより、医学系研究科医

学専攻、歯学研究科、薬学研究科所属の学生が本プログラムを修了するには合計 36 単位（研究科固有

の教育モジュール 20 単位＋社会実装教育モジュール 16 単位）、また医学系研究科保健学専攻の学生は

合計 40 単位（研究科固有の教育モジュール 20 単位＋社会実装教育モジュール 20 単位）、生命機能研

究科の学生は合計 50 単位（研究科固有の教育モジュール 30 単位＋社会実装教育モジュール 20 単位）

が必要である。このため、各々の研究科で従来の大学院教育を受ける学生と比較して、医学系研究科

医学専攻、歯学研究科、薬学研究科所属の学生では 6 単位、生命機能研究科所属の学生では 10 単位多

い修得必要単位数となっている。ただし、本プログラムで養成する人材は、これまでの各々の研究科

単位で養成してきた人材と異なるため、やや多い修得単位数は必要であると考える。また本プログラ

ムは主専攻型で、参画研究科の教員すべてが推進すべきプログラムであると考えており、学生に対し

て所属研究科とプログラムとの間の意思疎通や情報共有の不足が原因と考えられる過度な負担をかけ

るものではない。 

教育研究支援経費 

 教育研究支援経費は、プログラム規定「大阪大学卓越大学院プログラム教育研究支援経費実施要項」

及び「教育研究支援経費支給金額の調整に係る取り扱いについての申し合わせ」に基づき、本プログ

ラムを履修する学生のうち、5 年一貫コース 3 年次生、4 年コース 2 年次生を対象に実施する進級審

査の判定結果により、優秀な者を選抜して支給する。この選抜は毎年行い、受給額、受給対象者を見

直す。

学生が切磋琢磨し刺激しあい独創的な研究を計画、実践させるための工夫 

 学生が自らの言葉で自らの研究を語ることができる雰囲気、先達である研究者とも交じって自らの

研究上の悩みを相談できる雰囲気を作ることが、学生が切磋琢磨し刺激しあうためには重要と考える。

各々の研究室単位で行われるラボセミナーにはこのような雰囲気があるが、それは比較的少人数の普

段よく顔を合わせるメンバー構成で開催され、テーマも自ら熟知する研究分野であるからと考えられ

る。これに対し、大人数で開催される研究科全体、あるいは大学全体の研究会では、なかなか積極的

な発言をしない学生が多い。そこで、ラボセミナーよりもやや大きい単位の集合体として、本プログ

ラムの研究実践力涵養を図る授業を利用する。学生が自らの研究進捗状況を英語で発表し、それを基

に議論を進める授業などでは、分野の枠を越えコミュニケーションをする能力、異分野に自らの研究

内容を伝える能力、異分野の知識を身に付け議論を行う能力が培われる。さらに卓越した研究者が、 
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学生と交じりながら各々の学生の研究上の壁を話し合い、その突破の仕方をアドバイスする授業も、

普段話す機会がなかなか得られない研究者の本音を聞くことができ、研究実践力が涵養されると同時

に、学生にとって刺激となる。これらの授業形態は、博士課程教育リーディングプログラム「生体統

御ネットワーク医学教育プログラム」で学生から好評であったもので、本プログラムでも積極的に取

り入れる。 

社会実装教育でも、座学のみならず演習を取り入れることで学生の積極性を涵養する。自らの研究

成果を社会実装する上で、どのようなハードルがあるか、例えば基礎研究で得られた成果を橋渡し研

究、臨床研究へ応用していくためには、被験者が何名必要か、その根拠は何か、被験者保護のために

何をしないといけないか、などについて一つ一つ課題を解決していくことで、社会実装へ向けた問題

点を自ら考える能力を得ることができる。また市場調査・ニーズ調査及びその分析をすることで、自

らの研究成果の中で何が市場へ持っていく上で足らないかを考えることができる。これが新たな研究

の端緒となる可能性もある。実地演習を経験させることで、学生の研究実践力、社会実装力の向上に

努める。 

新たに導入する「モジュール」を利用した大学院教育改革 

 学生と教育プログラムの関係には、学生の所属する学生組織と教員の所属する教員組織を完全に分

離し、多岐にわたる教育プログラムそれぞれで教員と学生の組み合わせを自由に行う教教分離方式と、

学生も教員も研究科に所属し、その研究科独自の教育プログラムを自分たちの研究科所属の学生に提

供する教育方式がある。今回大阪大学が提案する方式は、両者の折衷案である。学生も教員も一つの

研究科に所属するが、提供する教育プログラムとしては研究科横断的な要素をもつプログラムも含め

て多種類が準備されるというものである。この時、プログラムの中身を明確にするためにモジュール

を設定する。 

 各々のモジュールは複数の科目をまとめたもので、それを履修、修了すればある一定の能力を身に

つけることができる。大学が養成すべき人材像があれば、その人材が持たないといけない能力をリス

トアップして、その能力を育成できるモジュールを作る。そのモジュールを修了すれば大学は修了し

たことを認定する。大学の授与する学位に相応しい人材像であれば、モジュールをいくつか組み合わ

せた学位プログラムを大学が作り、審査・修了を経て学位授与を行う。大学全体の大学院教育におい

て、科目を複数集めたモジュールと、そのモジュールを組み合わせたプログラムが多数策定されるこ

とが予想される。これによって、従来の高度な専門性を獲得するための教育プログラムのみならず、

研究科横断的な高度な俯瞰力を涵養する教育プログラムが多くなり、大学全体で高度な専門性と俯瞰

力を兼備した人材を多数育成できるようになる。 

モジュールの組み合わせにより多岐にわたる教育プログラムを比較的簡単に策定することができれ

ば、大学独自の教育が比較的容易となる。どこに新たな研究のムーブメントが起こるかわからないの

で、機動性をもってアドホック的に新たな教育プログラムを策定し、時代の要望にあった人材を育成

することが可能となる。ただし、モジュールやプログラムが多数存在すれば、その質の担保を行うこ

とが難しくなることが予想される。このため、できるだけ早期に国際共創大学院プログラム推進機構

を立ち上げ（2018 年 8 月発足）、大学全体でモジュールやプログラムの統括、評価を毎年行う 

体制を整える。 

ポンチ絵は不要です。
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（７）大学院教育研究に係る既存プログラムとの違い【１ページ以内】
＜プログラム担当者が、大学院教育研究にかかる既存のプログラムを継続実施中の場合のみ記載。それ以外の場合は

該当なしと記載。＞ 
（現在国の教育・研究資金により継続実施中である大学院教育研究に係るプログラム（博士課程教育リーディングプ

ログラム、その他研究支援プロジェクト等）に、当該申請のプログラム担当者が関わっている場合（プログラム責
任者として複数プログラムに関与している場合を除く）には、当該プログラム及び関与しているプログラム担当者
の氏名を明記の上、プログラムの内容、対象となる学生、経費の使用目的等、本プログラムとの違いを明確に説明
してください。
特に博士課程教育リーディングプログラムについては、国の補助期間が終了している場合についても、継続されて
いるプログラムとの違いを上記にならい記述してください。）

大阪大学では、博士課程教育リーディングプログラムとして、生体統御ネットワーク医学教育プロ

グラム（以下：生体統御）、ヒューマンウェアイノベーション博士課程プログラム（以下：ヒューマン

ウェア）など計 5 つのプログラムが運営されている。その中で、「研究分野の枠を越えた融合研究を推

進し生命科学を俯瞰することのできるグローバルリーダー育成」を目的としている生体統御の前コー

ディネーターの竹田潔及び現コーディネーターの岡村康司は、本プログラムのカリキュラム構築に関

する助言を行うとともに両プログラム間の連携を図るために参画する。生体統御のプログラム担当者

の中から、大阪大学の誇る生命医科学領域の最先端研究能力を涵養するため、審良静男、坂口志文、

吉森保、荒瀬尚、堤康央、橋本均、藤尾慈、水口裕之、石井優、豊澤悟、野田健司、村上伸也、三善英

知、島田昌一、原田彰宏が、また臨床教育を施すために西田幸二、熊ノ郷淳がそれぞれ参画する。Daron 

Standley は、本プログラムにおいて、グローバルな視点からの研究教育を担当する。また、生体統御

で企業インターンシップ、企業見学会を担当している企業からの参画者（坂田恒昭、服部有宏、奥山

亮）が、本プログラムで社会実装教育を担当する。また、「生命システムを理解し、人間・環境に調和

した情報社会の構築に資するリーダー人材育成」を目的としているヒューマンウェアからは、生命医

科学領域の融合研究能力を涵養するため、近藤滋、北澤茂、八木健が本プログラムに参画する。 

 生体統御では、英語教育に重点を置き、海外提携施設より留学生を選抜し、カリキュラムを英語化

することによりプログラムをグローバルな環境で運営している。また、異分野間のコミュニケーショ

ンを進め生命現象を包括的に理解することに主眼を置いた教育プログラムを提供しており、専門研究

教育は従前どおり履修学生の所属する研究室に任されている。ヒューマンウェアでは、生体・情報・

認知に関する研究領域を包括的に理解するため、3 研究分野の融合研究を推し進めるための教育プロ

グラムを提供しており、自ら研究課題を設定し、グループを牽引するリーダーの育成に重点を置いて

いる。一方、本プログラムは学位プログラムとして、研究成果の社会実装を実現しうる人材を育成す

るため、履修学生に先端的研究成果を求め、その研究成果を厳正に評価するものである。 

 生体統御を受講する対象学生は、上述の目的に沿い、広く生命科学に関連する分野として、本学の

医学、歯学、薬学、生命機能研究科に加えて、理学研究科、工学研究科の専攻の学生も対象としてい

る。ヒューマンウェアでは、情報科学、生命機能、基礎工学の 3 研究科の学生を対象としている。 

平成 29（2017）年度に国の補助期間が終了した生体統御は、大阪大学の経費により引き続き運営され

ているが、その経費は、上述の目的に沿い、主に海外インターンシップと異分野間の共同研究経費、

履修学生の経済的支援に使用されている。ヒューマンウェアでは、経費が「斉同熟議」と名付けた生

体・情報・認知の 3 研究領域の融合研究を進めるための費用と履修学生の経済的支援に重点的に使用

されている。このように、両リーディングプログラムの経費は、本プログラムの経費の使用目的とは

大きく異なっている。 

ポンチ絵は不要です。 
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